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に高コストになる、開発コストに見合う販売数量が見込めないなどの理由に
よって販売されていないだけかもしれない。

③生産ロットからみて商品化は可能か
　アイディアを具体的な形にすることによって改善点が見えてくるし、プレ
ゼンテーションも説得力のあるものとなる。しかし、実際に商品化が可能か
どうかは、その最小生産ロットにも大きく影響される。たとえば、手作り商
品のように１個から生産できるものもあれば、逆に金型を用いて生産する必
要があり、最小生産ロットが非常に大きなものもある。生産ロットが大きい
ほど、その販路を開拓できるかどうかが大きなハードルとなる。

④販路は確保できるか
　新しい商品のアイディアを考えること、さらにそのアイディアを製品化す
ることよりも、それを販売することの方がより難しいといえる。多くの商品
は、小売店に陳列され、それを消費者が自ら選択する「セルフサービス方式」
により販売される。どんなに斬新な商品でも、その１種類だけが売り場に並
んでいる状態で購入されるであろうか。インターネットで販売する場合でも、
１種類しか掲載されていないホームページに誰が注目するであろうか。
　やはり、売場で目にとめてもらうためには、またインターネット上で見て
もらうためには、関連する商品が少なくとも何種類かあって、その中から消
費者が自らのニーズに応じて選択できるだけの品揃えが必要であろう。大手
の小売店に取り扱ってもらうにしても、まとまった販売数量が期待できるだ
けの種類が品揃えされている必要があろう。
　商品の斬新さだけではなく、その販路をどのように開拓してくのか、さら
に価格の設定、販売促進方法など、いわゆる「マーケティング・ミックス」、
4P（Product、Price、Promotion、Place）にまで踏み込んで具体化してほしい。
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講演者紹介
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４．起業教育に関する実践報告

奈良県立奈良情報商業高等学校
奈良県立商業高等学校
商業科教諭　足立　友美

１．はじめに
⑴　学校紹介
　県立高等学校適正化実施計画が発表され、本校は商業科のみを設置する高
等学校として、アントレプレナーシップ教育を推進することとなり、本年
４月、奈良県立商業高等学校が開校し、第１期生200名が入学した。県立商
業高校は「会計科」「経営ビジネス科」「情報ビジネス科」「総合ビジネス科」
の４つの学科がある。いずれの学科を選んでも、実社会で生かせるスキルを
身に付け、社会で即戦力となれる人材の育成をめざしている。そのため、実
学教育の推進、部活動の推奨、資格取得を３つの柱としている。

⑵　模擬株式会社たまつえ
　2015年、県より起業家精神育
成プログラムの研究指定を受
け、生徒の「望ましい勤労観・
職業観の育成」をめざし、校内
に模擬株式会社たまつえを設立
した。全校生徒や教職員が出資
して（図１）、その資金を元手
に販売実習を行い、決算書を作
成し、利益の一部は次年度に繰

高校における実践報告
①「桜井をもっとメジャーに！　～今だからこそできること～」

図１　株券販売の様子


